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Ver.1.0 (2025/11/13 作成) 

e ナースセンターに登録された方・求人施設のご担当者様へ 

＜学術研究目的のデータ利用に関するお知らせ＞ 

公益社団法人日本看護協会が運営する「eナースセンター」に登録された情報を用いて、学術研究を実施
することとなりましたので、お知らせします。 

本研究は、東京大学大学院医学系研究科 健康科学・看護学専攻 看護管理学分野が実施します。 

本研究では、2019～2024年度にeナースセンターに登録された、求職者情報・施設情報・求人情報・
就職情報などを利用します。氏名、施設名などの個人が特定できる情報はすべて削除され、別の記号に置き
換えられた状態で東京大学に提供されます。そのため、東京大学では、どなたの情報か、どの施設の情報か
を特定することはできません。 

この研究は、個人情報保護法およびeナースセンターのプライバシーポリシーに基づき、情報公開により
拒否の機会を保障する「オプトアウト方式」によって実施します。 

つきましては、ご自身または自施設の登録情報が本研究に利用されることを希望されない場合は、 
2026 年 8月 31日までに、末尾に記載の問い合わせ先までご連絡ください。 

研究課題名 

「看護師の求職・就職の実態およびマッチング要因：ナースセンター登録データを用い
た後ろ向き観察研究」 

（倫理審査番号2025475NI） 

1.  研究機関名および研究代表者氏名 

• 研究機関｜東京大学大学院医学系研究科 健康科学・看護学専攻 看護管理学分野 
・ 研究責任者｜教授 池田 真理 
・ 担当業務｜研究計画立案、分析、考察、論文執筆 

• 研究協力機関｜公益社団法人日本看護協会 
・ 機関の長｜会長 秋山 智弥 
・ 機関の窓口担当者｜労働政策部中央ナースセンター課 長谷川 陽一 
・ 担当業務｜データ提供、計画・分析・考察における助言 

2.  研究目的・意義 

本研究は、eナースセンターに登録された情報をもとに、看護職の求職・就業に関する実態や傾向、求職
者と求人施設の条件の一致・不一致に影響する要因を明らかにすることを目的としています。 
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近年、看護職の有効求人倍率は高い水準で推移している一方で、求職登録をしても就職に至らないケース
が少なくありません。これは、求職者の希望条件と求人側の提示条件が一致しないなど、求人と求職者の間
でミスマッチが生じている可能性を示しています。 

eナースセンターには、求職者の基本属性（資格、経験年数、希望する勤務形態や施設種別など）や、求
人票の内容（雇用形態、勤務条件など）、応募・紹介・就職の有無などが登録されています。これらの情報
を用いて分析を行うことで、就職に影響する要因や、求人・求職のミスマッチの構造的な特徴を把握し、実
態に即した支援のあり方を検討することが可能になります。 

本研究の成果は、ナースセンターにおける職業紹介の質的向上や、再就業支援の効果的な運用に資するこ
とが期待されます。 

3.  研究期間 

研究実施許可日 ～ 2030年11月30日 
本研究は長期にわたる研究を計画しています。記載の研究期間終了後も継続する場合は、研究期間延長の申請を行う予定です。 

4.  対象となる方 

＜看護職の方＞ 
2019～2024年度に、eナースセンターに求職登録をされた18歳以上の方 
 

＜求人施設の担当者の方＞ 
2019～2024年度に、eナースセンターに求人票を登録した医療・介護施設 

5.  研究の方法 

l 情報の提供・管理方法 
• 情報提供元：公益社団法人日本看護協会 
• 提供先：東京大学大学院医学系研究科 健康科学・看護学専攻 看護管理学分野 
• 提供方法：暗号化されたファイルを、安全なファイル転送ページを通じて提供 

l 提供される情報 
＜求職者（看護職の方）の情報＞ 
職種、就業経験、希望する勤務条件・施設種別、登録日、紹介・応募・就職の有無 など 
＜求人施設の情報＞ 
施設種別、求人情報（募集職種、雇用形態、勤務条件など）、登録日、紹介・応募・就職の有無 な
ど 

※これらの情報は、個人や施設が特定されないよう、日本看護協会において、氏名や施設名などを別の記
号へ置き換える「仮名加工」が施されたのち、研究機関に提供されます。研究機関では、誰の情報か、ど
この施設かを識別することはできません。 

l 研究の進め方 
1)  2026年8月31日まで、研究対象となる方がご自身または自施設の情報利用を拒否できる

「オプトアウト期間」を設けます。この期間中、日本看護協会および、東京大学が利用者向けに
情報公開を行い、オプトアウト希望者からの申し出を受け付けます。 
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2)  オプトアウトの申し出があった場合、日本看護協会が該当する対象者 IDまたは施設 IDを特定
し、研究機関の連絡担当者に通知します。 

3)  通知を受けた連絡担当者は、当該データを研究用データから削除し、統計解析には使用しませ
ん。 

4)  提供されたデータを用いて、看護職の求職・就職に関する傾向や特徴、求職者と求人側の条件の
関係性について分析を行います。 

5)  分析結果は、学会発表、学術論文等で公表します。 
l 予定対象件数 

• 求職者：約70万人（延べ数） 
• 求人施設：約21万施設（延べ数） 

l 情報利用開始予定日：実施許可日（2026年3月4日） 

なお、研究計画書や研究の方法に関する資料を入手・閲覧して、研究内容を詳しくお知りになりたい場合
は、末尾の連絡先にお問い合わせください。他の研究対象者の個人情報等の保護や研究の独創性確保に支障
がない範囲で提供いたします。 

6.  個人情報の保護 

この研究に関わって取得される試料や情報は、外部に漏えいすることのないよう、慎重に取り扱う必要が
あります。本研究で使用する情報は、氏名、住所、生年月日、施設名などの個人を特定できる情報がすべて
削除されたうえで、別の記号に置き換える「仮名加工」が施されています。研究機関では、どなたの情報
か、どの施設の情報かを識別することはできません。 

提供された情報は、研究機関が契約するクラウドストレージに保管され、アクセス権限を有する研究分担
者のみが閲覧・編集可能な体制で厳重に管理します。また、研究に使用するPCは施錠された研究室に設置
され、パスワードにより保護されています。 

取得した情報は、研究終了後5年間、厳重な管理のもとで保管されます。保管期間終了後は、クラウドス
トレージ上のデータは完全に削除し、PC等にダウンロードされたデータが存在する場合は、復元不可能な
方法により抹消します。 

なお、情報の管理責任者は以下の通りです。 
＜情報の管理責任者＞ 
所属：東京大学大学院医学系研究科 健康科学・看護学専攻 看護管理学分野 
氏名：池田 真理（いけだ まり） 
 
本研究の結果として知的財産権等が生じる可能性がありますが、その権利は国、研究機関、民間企業を含
む共同研究機関および研究従事者等に属し、研究対象者はこの特許権等を持ちません。また、その知的財産
権等に基づき経済的利益が生じる可能性がありますが、これについての権利も持ちません。 

7.  研究成果の公表 

本研究の成果は、看護職の就業支援に関する科学的知見を広く社会に還元することを目的として、国内外
の学会での発表や、学術雑誌での論文掲載のかたちで公表される予定です。 

学術雑誌への掲載に際しては、研究の透明性や再現性を確保するため、統計解析に用いたデータの一部
が、出版社や学会等のデータベースに提出・保管されることがあります。これらのデータは、学術研究機関
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や研究者によって利用される可能性がありますが、個人や施設を特定できる情報は一切含まれておらず、プ
ライバシーが侵害されることはありません。 

8.  倫理的配慮 

この研究は、東京大学医学部倫理委員会の承認を受け、東京大学大学院医学系研究科・医学部長の許可を
受けて実施するものです。 

9.  研究の資金源・利益相反 

• この研究に関する費用は、東京大学大学院医学系研究科 健康科学・看護学専攻 看護管理学分野の運
営交付金および、東京大学と日本看護協会による社会連携講座「ナーシングデータサイエンス講座」
の資金から支出されています。 

• 本研究は、日本看護協会の資金提供を受けて実施しますが、東京大学医学部利益相反アドバイザリー
機関に報告し、利益相反マネジメントを適正に行っています。研究の実施や報告において、特定の立
場に都合のよい結果となるよう意図的に誘導することは一切ありません。 

• なお、あなたへの謝金はございません。 

10.  データの利用を拒否されたい場合 

• この研究におけるご自身または自施設のデータ利用を拒否されたい場合は、2026 年 8月 31日ま
でに＜オプトアウトに関する連絡先＞までお申し出ください。 

• 申し出がなかった場合には、データ利用に同意したものとみなします。 
• 申し出があった場合には、日本看護協会が対応表を用いて申し出のあった方の研究用 IDを特定し、

その IDのみを研究機関に伝えます。そのため、どなたが拒否をされたのかは研究者には分からない
仕組みになっています。 

• 該当するデータは、研究者が削除した上で分析から除外されます。ただし、既に分析が完了している
場合や、学会等で発表済みの場合は、データを除外できないことがありますので、ご了承ください。 

• オプトアウトを申し出たことにより、不利益を被ることは一切ありません。 

11.  ご質問などの連絡先 

＜研究全般に関する問い合わせ先＞ 
東京大学大学院医学系研究科 健康科学・看護学専攻 看護管理学分野 
連絡担当者｜磯部 環（いそべ たまき） 
E-mail: utna_nursecenter@googlegroups.com 
 
<オプトアウトに関する連絡先＞ 
公益社団法人日本看護協会 
労働政策部中央ナースセンター 
担当者｜長谷川 陽一（はせがわ よういち） 
E-mail: webmaster@nurse-center.net 

 


